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広　 報

　 ８ 月15日㈫、 令和５ 年度「 二十歳の集

い」 を 開催し ま し た。

　 詳細は、 ４ ～５ ページ で 特集し て い

ま す。

～「 二十歳の集い」 を
　 　 　 　 　 　 開催し まし た！～
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pick
up

　
８
月
６
日
㈰
、
栄
村
恒
例
の
真
夏
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー

ル
・
ド
・
苗
場
山
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
８
月

上
旬
に
行
わ
れ
て
い
る
、
栄
村
の
夏
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
等
に
よ
り
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
２
０
０
名
を
超
え
る
村
内
外
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
熱
気

が
満
ち
溢
れ
た
中
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
ペ
ー
ス
で
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
楽
し
む
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
栄
村
の
美
し
い
景
色
・
エ
イ
ド

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
交
流
等
が
大
変
好
評
で
あ
り
、
S
N
S
に
も
「
ま
た
、

来
年
も
参
加
し
た
い
」
と
い
う
投
稿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
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催
さ
れ
ま
し
た

開会式　 村長あいさ つ

炎天下の中待機中

五宝木ト ンネルがラ イ ト アッ プ

魔女も

お出むかえ
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たく さ んの笑顔が見ら れまし た

当日は暑い中、 沿道での応援、 ボラ ン テ ィ ア の参加、 大変あり が

と う ございまし た。 【 栄村秋山郷観光協会】

村民と の交流も 楽し みの一つです
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緑
豊
か
な
こ
の
村
で
生
ま
れ
育
っ
た
20

年
間
で
す
。
私
達
は
多
く
の
方
々
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
愛
情
を
心
に
受
け
止

め
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
親
と
家
族
に
は
、
言
葉
に
尽
く
せ
な
い

ほ
ど
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
幼
き
頃
、
思
い
返
せ
ば
、

日
差
し
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
家
族
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
立
場
と
事
情
は
あ
り

ま
す
が
、
自
分
の
行
動
と
選
択
に
責
任
を

持
ち
、
ま
っ
す
ぐ
に
前
を
向
い
て
未
来
に

向
か
い
歩
い
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
確
実

に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
私

達
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
大
勢
の
方
々
へ

の
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
恩
返
し
に
な
る

と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

　
夢
や
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
努
力
の

日
々
は
、
冬
の
よ
う
に
長
く
厳
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
す
が
、
未
熟
な
が
ら
も
、
そ

れ
ぞ
れ
が
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
努
力
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
、
温
か

な
目
で
見
守
り
、
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
を
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

代表者挨拶

藤木智広 さ ん

［ 一部抜粋］

小学校の恩師

真嶋朋子先生

中学校の恩師

飯島紘先生

栄村長
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木造建築を 活かし て木をふんだんに使用し た内装（ イ メ ージ図）

８ 月末現在の進捗状況

外観は周囲の風景、 既存の宿泊棟と 調和する よ う な色調と なっ ています（ イ メ ージ図）

　
北
野
天
満
温
泉
の
新
温
泉
棟
新
築
工
事
は
、
今
年
度
内
の
完
成
に
向
け
、
着
々

と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
新
温
泉
棟
は
、
こ
れ
ま
で
の
温
泉
棟
よ
り
も
全
体
的
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
設
計

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
木
造
建
築
と
な
っ
て
お
り
、
浴
室
内
部
も
木
の
温
も
り

を
感
じ
ら
れ
る
作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
男
女
別
の
浴
室
の
ほ
か
に
、
貸
切
風
呂
も
設
け
て
お
り
、
家
族
連
れ

の
お
客
様
や
、
大
浴
場
の
利
用
が
困
難
な
お
客
様
な
ど
に
も
、
ゆ
っ
く
り
と
温

泉
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
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北野天満温泉 新温泉棟の建設進む
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〈 雪害対策救助員〉

【 募集人員】　 18名程度

【 任用期間】　 令和５ 年12月15日～令和６ 年3 月31日ま での間

【 応募資格】　 ①年　 齢： 令和５ 年4 月1 日時点で、 20歳以上68歳以下の健康な方

　 　 　 　 　 　 ②資　 格： 普通自動車運転免許証を所持し ている 方

【 受付期間】　 令和５ 年9 月1 日㈮～9 月22日㈮ま で（ 郵送の場合は22日必着）

【 応募方法】　 役場窓口及び秋山支所に用意し てある 申込書に必要事項を記入のう え、 普通自動車運

転免許証のコ ピーを添付し 、 持参ま たは郵送し てく ださ い。

問合せ先　 　 民生課　 住民福祉係　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 1 1 4

〈 道路除雪オペレ ータ ー〉

【 募集人員】　 20名程度

【 任用期間】　 令和５ 年12月1 日～令和６ 年3 月31日ま での間

【 応募資格】　 ①年　 齢： 令和５ 年4 月1 日時点で、 18歳以上68歳以下の健康な方

　 　 　 　 　 　 ②資　 格： 普通自動車運転免許証、 大型特殊運転免許証及び車両系建設機械運転技能

講習終了証を所持し ている 方（ 令和５ 年12月1 日時点）

【 受付期間】　 令和５ 年9 月1 日㈮～9 月22日㈮ま で（ 郵送の場合は22日必着）

【 応募方法】　 役場窓口及び秋山支所に用意し てある 申込書に必要事項を記入のう え、 応募資格欄に

該当する 受有資格のコ ピ ーを添付し 、 持参ま たは郵送し てく ださ い。

問合せ先　 　 建設課　 建設事業係　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 1 1 3

令和5 年度
冬期職員（ 会計年度任用職員）を募集し ます

〈 スキー場冬季職員募集〉

【 職種・ 募集人数】　 ・ リ フ ト 係　 15～17名　 　 ・ パト ロ ール係　 　 3 名　 　 ・ 圧雪係　 　 若干名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ レ ンタ ル係　 　 ２ 名　 　 ・ レ ス ト ラ ン係　 若干名　 　 ・ バス 運転係　 1 名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ フ ロ ント 係　 　 1 名　 　 ・ レ ス ト ラ ン パート 、 アルバイ ト 　 若干名

【 任用期間】　 令和５ 年12月11日～令和６ 年3 月31日ま での間

【 応募資格】　 ①年　 齢： 令和５ 年4 月1 日時点で18歳以上68歳以下の健康な方

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　〈 パート 、 アルバイ ト は高校生以上〉

                  ②資　 格： 職種によ り 条件あり （ 募集要項を参照し てく ださ い。）

【 募集期間】　 令和５ 年9 月1 日㈮～9 月22日㈮ま で（ 郵送の場合は22日必着）

【 応募方法】　 役場窓口及び秋山支所に用意し てある 申込書に必要事項を記入のう え、 応募資格欄に

該当する 受有資格のコ ピ ーを添付し 、 持参ま たは郵送し てく ださ い。

問合せ先　 　 商工観光課　 企業係　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 3 5 5



（ 8）広 報 さ か え令和５ 年９ 月１ 日

➡ ➡

住んでいない・ 使っていない

空き 家はあり ませんか？

〜 栄村空き 家バンク への登録について 〜

■空き 家バンク と は

　 村内に売却や賃貸し たい空き 家をお持ちの方に空き 家バンク に登録し ていただき 、 空き 家の購入や賃

借を考えている 方に情報を提供し ていま す。

　 近年は、 いわゆる 「 コ ロ ナ禍」 によ り 、 下記表の通り 、 地方移住や空き 家への関心が高ま っ ており 、

状態の良い空き 家であれば、 買いたい・ 借り たい方が現れる 可能性があり ま す。 是非、 栄村空き 家バン

ク の活用をご検討く ださ い。

（ 表）

１ 　 移住相談件数及び空き 家バン ク 問い合わせ件数

２ 　 空き 家バンク 成約数（ 賃貸・ 売買）　 　 　 　 　 　 ３ 　 行政サポート によ る 移住者数

問　 建設課　 定住住宅係　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 1 1 3

〈 栄村空き 家バンク のイ メ ージ〉

年　 度 移住相談数 空き 家問い合わせ 計

2 0 2 1 3 1 3 9 7 0

2 0 2 2 4 5 3 1 7 6

2 0 2 3（ 8 /1 時点） 3 2 2 2 5 4

年　 度 売　 買 賃　 貸

2 0 2 1 2 0

2 0 2 2 1 1

2 0 2 3（ 8 /1 時点） 4 2

年　 度 組　 数 人　 数

2 0 2 1 3 5

2 0 2 2 6 1 0

2 0 2 3（ 8 /1 時点）

※見込みも 含む
9 1 5

栄　 村

物件の交渉・ 契約

空き 家を 「 買いたい

人」、「 借り たい人」

空き 家を 「 売り たい

人」、「 貸し たい人」

➡ ➡
空き 家情報の閲覧

➡

➡

➡

➡

➡

利用登録

物件の見学

物件の交渉・ 申込み

物件の登録

➡

➡

➡

現地調査

空き 家情報の公開

物件の交渉入居決定
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知事と の県民対集会が行われま し た
～栄村ら し い魅 を かし た地域づく り ～力 生

　 8 月8 日㈫に阿部守一県知事が村を訪れ、 テ

ーマに沿って村民と 直接意見を交換する 「 県民

対話集会」 が開催さ れま し た。 こ の県民対話集

会は阿部知事が「 対話と 共創」 を基本に県民の

思いに常に寄り 添いながら 県民起点の県政を促

進する と の考えから 、 県内各市町村を回っ て行

われている も のです。

　 当日は、 栄村での対話のテーマである 「 栄村

ら し い魅 を力 生かし た地域づく り について」、

村民26名と 教育・ 野外活動・ 移住・ 食文化・ 雪

等と いっ た幅広い分野について活発な意見交換

が行われま し た。

　 阿部知事は、 村民から 出さ れた意見につい

て、 県で実施し ている 取組を 紹介し ながら 、 自

身の熱い思いも 交えて、 真剣にお話し く ださ い

ま し た。

秋山郷の史料について

　 秋山郷には独自の風習があり 、 貴重な史料がたく さ んあり ま す。 津南町の“ なじ ょ も ん” で9

月２ 日から 開催さ れる 企画展「 秋山記行から 展望する 考古と 民俗の交差」 で、 と ねんぼで所蔵し

ている 「 一字一石経」 が展示さ れま す。

　 と ねんぼの史料展示室には、 その他秋山に伝わる 史料をたく さ ん展示し ていま すので、 ぜひお

越し く ださ い。

〜秋山の情報をお知ら せし ます〜

問　 秋山支所　 ☎025-767-2202

秋山支所だよ り秋山支所だよ り
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りよだ健保

⃝ ９ 月1 0 日～1 6 日は『 自殺予防週間』 です

　 誰も が追い込ま れる こ と のない栄村の実現を目指し て、 栄村いのち支える 自

殺予防対策計画を策定し ていま す。 ７ 月中旬には、 中学校で心配なこ と や悩み

を相談する こ と の大切さ 、他者の話を 聴く 側の態度について『 Ｓ Ｏ Ｓ の出し 方』

について授業を 行いま し た。 信頼でき る 人や相談窓口に悩みを 打ち明けら れ、

支え合える 優し い村について考えてみてはいかがでし ょ う か。

⃝ ９ 月は『 世界アルツハイ マー月間』 です

　 村では、 認知症に対し て不安を抱える 方やご家族への支援チームの設置や

認知症サポータ ー活動の支援によ り 、認知症にやさ し い村を目指し ていま す。

　 毎月第3 水曜日は、 悩みを 抱える 方やご家族、 サポータ ーが気軽に集える

場と し て『 にじ いろカフ ェ 』 を行っ ていま す。 是非お立ち寄り く ださ い。

⃝ 図書室へ特設ブース設置

　 9 月の啓発月間等に合わせて村の図書室に特設ブース を設置し 、 書籍の紹

介を 行っ ていま す。 お気軽にお越し く ださ い。
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歯科診療所だより 「 手に入れよう   長生きチケット   歯みがきで」

～食欲の秋が始まり ます! (^^) ! ～～食欲の秋が始まり ます! (^^) ! ～
栄養を と っ て　 健口を 維持し ていき まし ょ う

　 毎日楽し く 食事を し ていま すか？こ れから の時期はおいし い食べ物がたく さ んでてき ま す。

楽し みですね。 でも 虫歯ができ てし ま っ たり 、 入れ歯の調子が悪いと 満足な食事ができ ず、 栄

養も 偏っ てし ま いま す。

　〈 健口〉 と 〈 健康〉 を維持し ていく ためのポイ ント を お話し し ま し ょ う 。

歯のご相談・ ご予約は「 栄村歯科診療所」 ☎0269-87-3211へ

　 広報６ 月号でも ご紹介し た《 健口体操》 を 行っ た後に、　

ひと 口量を 少なめに、 よく 咬むこ と で唾液が出やすく なり ま

す。 唾液が出るこ と によっ て消化を 助け、 胃腸の負担を 軽減

し ます。

　 また、 奥歯でし っ かり 咬み、 美味し い！と いう 口から の感

覚が脳を 刺激し て、 認知症の予防にも つながり ます。

＊歯ブラ シは無理な力を 入れず、 小刻みに磨いていき まし ょ う 。

＊主に歯の根元を 磨く よう に当てまし ょ う 。 　 　 　 　 　 　 　 　

＊あちこ ち磨き はし ない。 歯列にそっ て磨く 順番を 決めて磨こ う 。

＊洗面台の鏡や手鏡を 使っ てちゃ んと 磨けているか確認し て磨こ う 。

＊歯間ブラ シや糸よう じ を 使っ て隅々まで綺麗に磨き まし ょ う 。

＊入れ歯は外し て、 入れ歯用ブラ シで水洗し て、 洗浄剤を 使用する。

　 歯周病の進行により 心疾患、 脳血管疾患、 糖尿病の悪化、 口腔内に増殖し た

細菌による誤嚥性肺炎の発症など、 全身にも 影響を 及ぼし ますので、 プロによ

る 「 定期的なク リ ーニング」 を おすすめし ます。

　 ま た 、 いつま で も 自分の歯で 美味し く 食事を 食べる た めに は

「 定期的な歯科検診」 によ り 、 口の中の異常を 早期に発見し 治療に

繋げるこ と で口の中の健康を 守るこ と がと ても 大切です。

　 し ばら く 歯科にかから れていない方、 または気になるこ と があり

まし たら 、 ぜひ栄村歯科診療所にお電話く ださ い。

①よく 咬む

②歯みがき

③歯科受診
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し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ

ラ
ン
3
・
0（
長
野
県
総

合
5
か
年
計
画
）

信
州
S
D
G
ｓ
ア
ワ
ー

ド
2
0
2
3
の
開
催
に

つ
い
て

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
! !

　
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
3
・
0

（
長
野
県
総
合
5
か
年
計
画
）
は
、
今

　
県
内
で
S
D
G
ｓ
達
成
に
向
け
た
取

組
を
表
彰
す
る
「
信
州
S
D
G
ｓ
ア
ワ

ー
ド
2
0
2
3
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
様
が
実
践
す
る
S
D
G
ｓ
達
成
に

向
け
た
取
組
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

雪
害
対
策
救
助
員
等
派

遣
世
帯
認
定
申
請
に
つ

い
て

　
村
内
に
暮
ら
し
の
拠
点
を
置
く
住
民

で
、
自
力
で
の
住
宅
等
の
雪
下
ろ
し
や

道
ふ
み
が
困
難
で
あ
り
、
子
ど
も
や
親

せ
き
か
ら
も
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、
屋
根
の
雪
下

ろ
し
や
道
付
け
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

派
遣
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
派
遣
内
容

を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
左
記
の
と
お
り

申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
世
帯
：
自
ら
の
労
力
を
も
っ
て
雪

下
ろ
し
や
道
ふ
み
が
困
難
な
、
次
の
世

帯
の
方

①
高
齢
者
世
帯

②
母
子
世
帯
（
18
歳
に
到
達
し
、
３
月

31
日
を
迎
え
て
い
な
い
子
と
女
性
の

世
帯
、
65
才
未
満
の
女
性
と
高
齢
者

の
世
帯
）

③
心
身
障
害
者
世
帯

④
疾
病
世
帯

⑤
そ
の
他
援
助
が
必
要
な
世
帯

申
込
方
法
：
役
場
窓
口
、
秋
山
支
所
に

お
い
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

載
の
上
、
民
生
課
住
民
福
祉
係
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
：
９
月
29
日
㈮
必
着

問
・
申

　
民
生
課

　
住
民
福
祉
係

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

　
令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
の
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
申
込
期
限
は
令
和
５
年
９
月

末
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。
役
場
窓
口
で
も

申
込
手
続
き
を
承
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
新

規
申
請
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
本
人
確
認
書

類
や
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
活
用
の

場
が
広
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
　
民
生
課

　
住
民
福
祉
係

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

申＝申し 込み先 　 問＝問合せ先 　 予＝予約先

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

～
「
信
濃
路
は
み
ん
な
の
笑
顔

つ
な
ぐ
道
」
～

　
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
次

の
期
間
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

時
期
は
、
日
没
時
間
の
早
ま
り
と
と
も

に
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
交
通
事
故
が
増

加
す
る
な
ど
、
交
通
の
危
険
が
高
ま
る

こ
と
か
ら
、
運
転
者
・
自
転
車
利
用
者
・

歩
行
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
交
通
ル
ー
ル
の

順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
一
層
の
交

通
安
全
を
心
掛
け
、
自
分
の
命
や
周
り

の
人
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
期
間
：
9
月
21
日
㈭
～

9
月
30
日
㈯
ま
で
の
10
日
間

　問
　
総
務
課

　
情
報
防
災
係

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

交通安全啓発
動画はこ ち ら

後
の
県
づ
く
り
の
方
向
性
を
県
民
と
共

有
し
、
共
に
取
り
組
む
た
め
の
、
い
わ

ば
共
創
型
の
総
合
計
画
と
し
て
、
概
ね

2
0
3
5
年
の
長
野
県
の
姿
を
展
望

し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
今
後
5

年
間
の
取
り
組
み
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
基
本
目
標
と
し
て
「
確
か
な
暮
ら
し

を
守
り
、
信
州
か
ら
ゆ
た
か
な
社
会
を

創
る
」
を
掲
げ
、
物
価
高
騰
や
急
速
な

人
口
減
少
な
ど
危
機
的
な
状
況
を
克
服

し
、
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
と
と

も
に
、
信
州
の
強
み
や
特
色
を
生
か
し
、

物
質
的
に
も
精
神
的
に
も
満
た
さ
れ
た
、

本
当
の
意
味
で
ゆ
た
か
な
社
会
を
創
っ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
で
は
県
内
10
の
広

域
圏
毎
に
地
域
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
北
信
地
域
計
画
で
は
、
「
豊
か
な

大
地
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
ふ
る
さ
と 

雪
と
と
も
に
暮
ら
す
北
信
州
」
を
目
指

す
姿
に
掲
げ
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
概
要
版
は
北
信
地
域
振
興
局
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

問
　
総
合
計
画
全
般
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　
長
野
県
庁
総
合
政
策
課

　
　
☎
０
２
６
─

２
３
５
─

７
₀
１
４

問
　
北
信
地
域
計
画
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　
北
信
地
域
振
興
局
企
画
振
興
課

　
　
☎
０
２
６
９
─

２
３
─

₀
２
₀
１
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問
　
長
野
県
庁

　
農
業
政
策
課

　
　
農
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
室

　
　
☎
０
２
６
─

２
３
５
─

７
２
１
７

※
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
参
加
方
法
や
店

舗
情
報
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
信
州
の
伝
統
野
菜
め
ぐ
り
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
専
用
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
一
部
の
例
外

を
除
い
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
違
法
な
野
外
焼
却
を
し
た
場
合
、
５

年
以
下
の
懲
役
、
１
千
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
廃
棄
物
の
処
理
は
適
正
な
方
法
で
行

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◯
例
外
と
な
る
主
な
野
外
焼
却
（
野
焼

き
）

・
農
業
、
林
業
等
に
よ
る
や
む
を
得
な

い
稲
わ
ら
や
畔
草
の
焼
却

・
災
害
の
際
の
復
旧
時
の
木
く
ず
な
ど

の
焼
却

・
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
の
地
域
行
事
に
お

け
る
焼
却

※
例
外
に
含
ま
れ
な
い
も
の
（
マ
ル
チ

や
肥
料
袋
な
ど
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
廃
タ
イ
ヤ
な
ど
）
は
野
外
焼
却

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
例
外
的
な
焼
却
で
あ
っ
て

も
、
近
隣
の
方
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
焼
却
す
る
と
き
は
風
向
き
や
時

間
帯
を
考
慮
す
る
、
煙
や
臭
い
が
多
く

発
生
し
な
い
よ
う
に
焼
却
の
量
を
抑
え

る
（
草
木
の
場
合
は
よ
く
乾
か
す
）
な

ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
民
生
課

　
住
民
福
祉
係

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

き
の
こ
採
り
中
の
遭
難

に
注
意
！

「
信
州
の
伝
統
野
菜
め
ぐ

り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
！

　
昨
年
の
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
、

県
内
で
は
12
名
が
き
の
こ
採
り
中
に
遭

難
し
、
う
ち
４
名
が
滑
落
や
発
病
な
ど

に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

遭
難
者
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
非

常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
き
の
こ
が
自
生
す
る
の
は
足
場
の
不

安
定
な
急
斜
面
が
多
く
、
き
の
こ
採
り

は
常
に
滑
落
な
ど
の
危
険
が
伴
い
ま

す
。
き
の
こ
採
り
に
入
山
す
る
際
は
、

こ
れ
ら
の
危
険
性
を
十
分
に
認
識
し
、

慎
重
な
行
動
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

問
　
警
察
本
部

　
山
岳
安
全
対
策
課

　
伝
統
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
食
べ
歩

き
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と

特
産
品
が
当
た
る
「
信
州
の
伝
統
野
菜

め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
長
野
県
の
気
候
や
風
土
に

育
ま
れ
た
個
性
豊
か
な
伝
統
野
菜
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
開
催
期
間

　
令
和
５
年
12
月
24
日
㈰
ま
で

■
対
象
店
舗

　
県
内
各
地
42
店
舗
（
８
月
４
日
現
在
）

　
天
丼
や
お
し
ぼ
り
う
ど
ん
等
の
料

理
、
餃
子
や
漬
物
等
の
商
品
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
景

　
品

・
特

　
賞
（
ス
タ
ン
プ
５
つ
）

　
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
（
１
0
，

0
0
0
円
相
当
）
３
名
様

・
特
別
賞
（
ス
タ
ン
プ
４
つ
）

　
長
野
県
産
品
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

（
5
，
0
0
0
円
相
当
）
５
名
様

・
お
楽
し
み
賞
（
ス
タ
ン
プ
３
つ
）

　
信
州
の
伝
統
野
菜
お
楽
し
み
セ
ッ
ト

（
3
，
0
0
0
円
相
当
）
30
名
様

■
応
募
締
め
切
り

　
令
和
６
年
１
月
４
日
㈭

　
消
印
有
効

栄
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
!!

野
外
焼
却
の
禁
止
に
つ

い
て

　
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
コ
ー
ス
を

ゆ
っ
た
り
歩
く
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
。
初

心
者
大
歓
迎
！
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

期
　
日

　
10
月
21
日
㈯

時
　
間

　
8
時
45
分

　
受
付
開
始

　
　
　
　
9
時

　
　
　
開
会
式

会
　
場

　
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

対
　
象

　
小
学
4
年
生
以
上
の
村
内
在

住
・
在
勤
の
方

参
加
費

　
無
料

運
　
営

　
栄
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
愛
好
会

☆
毎
週
土
曜
日
午
後
2
時
か
ら
ス
キ
ー

場
で
、
愛
好
会
の
皆
さ
ん
と
練
習
が

で
き
ま
す
。

問
・
申

　
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

ま
す
。

１
　
応
募
部
門
「
信
州
の
伝
統
野
菜
め

ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
！

・
小
中
高
校
生
部
門

・
企
業
団
体
等
部
門

２
　
応
募
締
切

　
　
令
和
5
年
10
月
13
日
㈮

３
　
応
募
方
法

　
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
よ
り
提
出

　
詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
　
長
野
県
総
合
政
策
課

　
　
☎
０
２
６
─

２
３
５
─

７
０
１
４
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栄
村
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

用
ト
マ
ト
の
収
穫
が
行

わ
れ
ま
し
た

～村内の行事等を 写真で

お伝えし ます！～フォト ニュ ースフォト ニュ ース

さ
ぁ
、
広
が
れ
情
熱
の
花

～
栄
小
３
・
４
年
生
の
取
組
～

秋
山
地
区
防
災
訓
練
の
実
施

～
有
事
に
備
え
る
～

各
地
区
で
の
夏
祭
り

　
栄
小
学
校 

３
・
４
年
生
が
大
久

保
地
区
で
育
て
た
「
ヒ
マ
ワ
リ
」

が
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。
こ
の
取
組
は
、
小
学
生
が
村

民
の
皆
さ
ん
を
元
気
に
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ヒ
マ
ワ
リ
は
太
陽
の
光
を
い
っ

ぱ
い
に
浴
び
子
供
た
ち
の
背
丈
を

追
い
越
し
一
面
鮮
や
か
な
黄
色
と

な
り
ま
し
た
。

　
元
気
を
あ

り
が
と
う
♪

　
8
月
27
日
㈰
、
秋
山
支
所
に
て

秋
山
地
区
防
災
訓
練
が
栄
分
署
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
消

防
署
職
員
に
よ
る
防
災
講
話
に
加

え
、
消
火
器
・
A
E
D
な
ど
の
消

防
防
災
設
備
の
実
践
的
な
活
用
方

法
を
訓
練
し
ま
し
た
。
消
防
署
で

は
、
各
地
区
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

A
E
D
訓
練
等
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
訓
練
の
要
望
が
あ
る
場
合
は
、

栄
分
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
　
飯
山
消
防
署

　
栄
分
署

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

１
１
１
９

　
８
月
の
お
盆
期
間
を
中
心
に
、

各
地
区
で
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
箕
作
地
区
で
は
、
千
曲
川
堤
防

工
事
に
よ
り
神
社
を
移
転
し
て
お

り
、
今
年
は
移
転
後
初
め
て
の
祭

礼
と
な
り
ま
し
た
。
帰
省
客
も
多

く
見
守
る
中
、
「
さ
い
と
り
舞
」
・

「
獅
子
舞
」
の
神
楽
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
８
月
は
加
工
用
ト
マ
ト
の
収
穫

の
最
盛
期
で
す
。
ジ
ュ
ー
ス
用
ト

マ
ト
を
村
で
唯
一
栽
培
し
て
い
る

「
宮
川
農
園
」
で
は
、
一
つ
一
つ

完
熟
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
手
摘
み

し
、
収
穫
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
栄
養
豊
富
で
雑
味
の
な
い
ト

マ
ト
を
使
用
し
た
ジ
ュ
ー
ス
は
、

道
の
駅
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
も
人
気
が
高
い
村
の
特

産
品
で
す
。
今
年
の
ト
マ
ト
ジ
ュ

ー
ス
も
今
か
ら
楽
し
み
で
す
！
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昨
今
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
事
情

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
㉞

ガ
が
飛
び
出
る
と
い
う
事
態
に
出
く
わ
し

ま
す
。
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
よ
り
一
足
早
く
巣

箱
に
入
っ
て
繁
殖
し
て
い
る
の
で
す
。
巣

箱
の
中
を
見
る
と
、
綿
毛
に
包
ま
れ
た
オ

シ
ド
リ
卵
（
10
個
以
上
）
が
隙
間
な
く
底

を
埋
め
、
目
が
開
い
た
ば
か
り
の
ム
サ
サ

ビ
や
モ
モ
ン
ガ
の
幼
獣
が
よ
た
よ
た
動
く

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
等
の
小
鳥
も
ち
ゃ
っ
か
り
使
っ
て

い
ま
す
。
栄
村
の
自
然
の
重
層
さ
を
見
せ

つ
け
ら
れ
る
ひ
と
時
で
す
。

　
巣
箱
は
、
平
滝
な
ど
村
内
広
く
、
計
42

個
か
け
て
い
ま
す
が
、
千
曲
川
沿
い
は
オ

シ
ド
リ
に
、
山
地
は
ム
サ
サ
ビ
や
モ
モ
ン

ガ
に
入
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
。

警
戒
心
が
強
い
栄
村
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

　
昨
年
の
営
巣
数
は
10
で
し
た
。
過
去
の

記
録
で
は
15
が
最
高
値
で
、
巣
箱
数
を
増

や
し
て
も
一
向
に
営
巣
数
は
上
向
き
ま
せ

ん
。
一
方
、
岡
山
県
で
は
電
柱
に
か
け
た

巣
箱
に
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
営
巣
し
、
着
実

　
今
回
は
、
長
年
村
内
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

の
保
護
活
動
に
取
り
組
み
、
新
し
い
村
誌

編
纂
に
尽
力
さ
れ
た
保
坂
順
一
さ
ん
か
ら

寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⬥
　
⬥

　
⬥

　
⬥

　
⬥

　

　
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
、
毎
年
５
月
ご
ろ
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
渡
っ
て
き
て
営
巣
・
子
育

て
を
し
て
９
月
頃
帰
っ
て
行
く
夏
鳥
で

す
。
環
境
省
：
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
、
長
野

県
：
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る

大
変
希
少
な
鳥
類
で
す
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
向
け
の
住
宅
を
用
意

　
現
在
県
内
で
は
、
天
龍
村
と
栄
村
が
ま

と
ま
っ
た
営
巣
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
双
方
と
も
巣
箱
か
け
を
し
て
、
飛

来
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
所
で
す
。

　「
今
年
は
ま
だ
来
て
ね
ぇ
」、
「
声
を
聴

い
た
」
な
ど
の
情
報
を
寄
せ
て
く
れ
る
村

民
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
農

作
業
の
行
き
来
に
、
青
い
姿
を
見
て
感
動

し
た
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い

う
地
域
の
人
の
思
い
は
、
モ
ラ
ル
の
低
い

執
拗
な
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

を
守
る
力
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
栄
村
で
は
、
今
年
も
村
内
外
か
ら
７
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
村
教
育
委
員
会
で
、

５
月
３
日
に
巣
箱
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
か
け
た
巣
箱
の
利
用
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
は
ふ
ん
や
食
べ
か
す
を
そ
の
ま
ま

巣
箱
の
中
に
積
ん
で
し
ま
う
）
し
、「
よ
く

き
た
の
し
」と
迎
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

巣
箱
に
は
招
か
れ
ざ
る
客
が

　
と
こ
ろ
が
、
巣
箱
か
ら
オ
シ
ド
リ
が
、

別
の
巣
箱
か
ら
は
ム
サ
サ
ビ
が
、
モ
モ
ン

に
そ
の
数
を
伸
ば
し
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
長
く
栄
村
の
保
護
活
動
を
主
導
し
支

え
て
き
た
信
州
大
学
中
村
浩
志
名
誉
教
授

に
よ
る
と
、
同
じ
種
で
あ
り
な
が
ら
栄
村

の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
警
戒
心
が
強
く
電
柱

な
ど
人
工
の
構
築
物
に
は
営
巣
せ
ず
、
自

然
の
樹
洞
で
繁
殖
し
て
き
た
本
来
の
姿
の

ま
ま
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
都
市
部
の
野
鳥
の
会
で
、「
栄
村
で
ブ

ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
見
た
い
」
と
い
う
方
か
ら

毎
年
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
岡
山
県

に
行
け
ば
簡
易
に
間
違
い
な
く
見
ら
れ
る

の
に
、
と
思
い
ま
す
が
、
自
然
の
ブ
ナ
林

で
繁
殖
す
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
や
ア
カ
シ
ョ

ウ
ビ
ン
、
ま
た
「
声
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
」

と
呼
ば
れ
る
コ
ノ
ハ
ズ
ク
も
同
時
期
に
繁

殖
す
る
、
自
然
の
厚
み
を
も
つ
栄
村
は
魅

力
あ
ふ
れ
る
場
所
の
よ
う
で
す
。

　
保
護
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
、
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
係
（
☎
８
７
─

３
１
１
８
）

へ
是
非
ご
連
絡
を
。

⬥
　
⬥

　
⬥

　
⬥

　
⬥

　

　
保
坂
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
村
民
み
ん
な
で
関
心
を
も
ち
、
村
の

宝
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
自
然
環
境
を
守
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
） 

※
写
真
提
供
：
保
坂
順
一
さ
ん
、
村
教
育
委
員

会
事
務
局

美し い羽根を 持つブッ ポウソ ウ。

ボラ ン ティ アによ る 春の巣箱かけ作業。

巣箱から 出てき たモモン ガの幼獣！

ブッ ポウソ ウよ り も 早く 産みつけら れた

オシド リ の卵
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　 ３ ・ ４ 年生は、 大久保地区において、 休耕田を利用し たひまわり 畑をつく る活動に取り 組んできまし た。 地

域の方々と 協働のプロジェ ク ト です。 春から 数ヶ 月の努力の結果、ひまわり は見事に開花。 かつての休耕田は、

今や黄色い花々で埋め尽く さ れ、 絵画のよう な美し い風景と なり まし た。

　 ３ ・ ４ 年生は、 ひまわり 畑を見学に行き 、 自ら が植えたひまわり の成長

を目の当たり にし まし た。 こ のプロジェ ク ト を通じ て、 児童は自然と の関

わり や地域貢献の大切さ を学んだこ と と 思います。

　 また、 地域の方々と の絆も 深まり まし た。

　 地域と の協働による取り 組みは、 学校と 地域の結びつき を深め、 児童の

学びと 成長に大きな価値をも たら し ています。

子ども 教育係

栄中　 小滝・ 中澤謙吾さ んのお話

　 ７ 月19 日㈬中澤謙吾さ んを 講師に、 ２ 年生社会科の授業が行われまし

た。 授業の始めに謙吾さ んから 長野県北部地震の体験談を聞きまし た。

　 こ れまで謙吾さ んから 何度も 地震の話は聞いていまし たが、 地震発生直

後、 20 0頭の牛は鳴き 声一つあげず牛舎内はし ーんと 静まり かえっ ていた

こ と 、 牛を安全に飼育できなく なり 、 やむなく 牛を手放し たこ と など、 震

災後12 年経っ て初めて聞く 話も 多く 、 生徒はメ モを 取り ながら 熱心に聞

いていまし た。授業の終わり に生徒は「 新し いこ と を知るこ と ができた」「 震

災後の謙吾さ んの対応が早く 驚いた」 と 感想を持ちまし た。

　 謙吾さ んのお話を聞く こ と で防災への意識が高まり 、 今後の授業に主体的に取り 組むこ と が出来そう です。

　「 みんなで学校を 創ろ う ！」 の中間報告を 全戸配

布し まし た。 今までの経過をお読みいただき、 今後

と も 引き 続き 、 ご支援をいただきますよう お願いい

たし ます。 なお、 ９ 月2 9 日㈮までパブリ ッ ク コ メ

ント を募集し ており ますので、 ご意見ご質問を教育

委員会事務局までお寄せく ださ い。

　「 枝豆はこ やし が足り なか

っ たかな…」「 こ のスイ カ は

いい音し てる ぞ！」「 今年は

草取り 頑張っ たね。」 と 話を

し ながら にぎやかに草取り 作

業は進み、 あっ と いう 間に畑

はすっ き り ！

　 終了後は涼し い林でお茶会

をし まし た。

　『 自学共育！』
栄村教育委員会報 №16
発行： 栄村教育委員会事務局

2 0 2 3 年９ 月号

「 畑のお手伝いあり がと う ございまし た！」
～北信保育園　 畑の活動～

「 みんなで学校を創ろ う ！」
パブリ ッ ク コ メ ント 募集中

　 ８ 月21 日㈪に学生７

名と 昼食を 一緒に食べ、

ボード ゲームを楽し みま

し た。 子ども たちにと っ

ては、 夏休みの思い出の

ひと つになり まし た。

学童ク ラ ブ  松本大学生と 交流

栄小　 ひまわり プロ ジェ ク ト  見事開花！
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生涯学習係

　 今年１ 回目の自然学校は小学校の夏休みに合わせ開校し まし た。 参加者は22 名で、 小滝公民館を 拠点に千

曲川での川原遊びや夕食づく り 、 夜のブナ林散策も し まし た。

　 夕食づく り ではロゲイ ニング形式で集落内にチェ ッ ク ポイ ント を設け食料調達をし まし た。 食料の調達、 火

起こ し 、 調理、 片付けまですべて子ども たちだけで協力し て行いまし た。（ 少し は大人が手伝いまし たが）

　 次回の自然学校は９ 月27日㈬の放課後「 秋の自然遊び」 を予定し ています。

栄村自然学校夏休み企画“ やんども DA Y キャ ンプ ”を開校し まし た

村民みんなで 　

「 第9 回苗場山麓ジオパーク フ ォ ト コ ンテスト 」 作品大募集！

◆こ んな作品を大募集！　 ・ 各ジオサイ ト の迫力ある景観やそれを楽し む人の姿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ジオサイ ト と 共に暮ら す人の営みや伝統文化・ 行事・ 祭り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ジオサイ ト に生き る動植物たちのたく まし い生命力

◆部　 門　 □春部門　 □夏部門　 □秋部門　 □冬部門　 □暮ら し ・ 生活部門

　 　 　 　 　 □祭り ・ 伝統部門　 □動・ 植物部門　 □学生部門（ 高校生以下）

◆応募方法等の詳細

　 次の二次元コ ード から

ご確認く ださ い。

　 昨年度総務課、 建設課、 農政課、 教育委員会事務

局の協働で「 聞き 書き 甲子園」 に応募し 、今年度のお

盆過ぎから 高校生が栄村の「 名人」 たち８ 名に仕事

や生活の話を聞き取る「 聞き書き 」 を始めています。

　 栄村誌の調査時にも いろいろ な話を住民の皆様に

聞かせていただきまし たが、 教育委員会と し ては皆

様の話すこ と 、 知恵そのも のが栄村を栄村と 成り 立

たせる礎だと 思っ ています。 ほかにも 今年、 聞き書

きを行う 協力隊のイ ン

タ ーンも 募集し 栄村の

「 少し 昔」 を 継続的に

保存をし ていきたいと

考えています。

聞き 書き 事業を始めています

　 ８ 月３ 日、 諏訪清陵高校の生徒３ 名が栄村の方言

について調べに来まし た。 長野県全体の方言を調べ

ていまし たが、 栄村はやはり 新潟に近く 県内でも 特

異なよう でし た。 村の歴史や文化で「 こ んなこ と 調

べたいんだけど なあ、」 など と いう こ と があれば、

いつでも 教育委員会にご相談く ださ い。

高校生が方言の調査に来まし た

◆問合せ先

　 栄 村 教 育 委 員 会 事 務 局　 ☎0 26 9-87-3 11 8

　 苗場山麓ジオパーク 推進室　 ☎0 25 -76 5-1 60 0
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振
興
部
会
長
兼
農
業
委
員

　
廣

瀬

秀

勝

　
農
業
委
員
会
の
振
興

部
会
で
は
令
和
5
年
度

の
活
動
方
針
を
定
め
、

以
下
の
内
容
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
1
点
目
は
、
栄
村
の
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
く
た
め
に
農
業
委
員
を
中
心
と
し
た
農

業
団
体
、
行
政
組
織
に
よ
り
懇
談
会
を
実

〈 発 行〉

栄村農業委員会

〈 編 集〉

農委編集委員会

N o .9 3

栄
村

農
業
委
員
会
だ
よ
り

栄村農業委員会の新体制 が始まり まし た

ごあいさ つごあいさ つ

　
７
月
20
日
に
開
催
さ

れ
た
農
業
委
員
会
に
お

い
て
、
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
市
川
憲
一
と

申
し
ま
す
。

　
農
業
は
食
料
を
生
産
し
、
国
土
を
守
る

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
人
が
生
き
て
い
く

た
め
の
最
も
重
要
な
産
業
の
一
つ
で
す
。

　
14
名
の
委
員
で
、
自
由
な
発
想
、
傾
聴

及
び
協
力
を
合
言
葉
に
、
農
業
以
外
の
分

野
と
も
共
同
し
、
栄
村
の
未
来
に
明
る
い

兆
し
が
見
え
る
よ
う
な
農
業
委
員
会
を
目

指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
地
部
会
長
兼
農
業
委
員

　
齋

藤

元

一

　
北
野
校
区
の
農
業
委

員
と
な
り
ま
し
て
、
3

期
目
に
な
り
ま
す
。
天

代
地
区
の
齋
藤
で
す
。

こ
れ
か
ら
3
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
期
も
農
地
部
会

長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
地

部
会
の
令
和
5
年
度
の
活
動
方
針
と
し
ま

し
て
は
、
左
記
に
示
す
こ
と
に
取
り
組
み

ま
す
。

①
　
　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
村

の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
ま

す
。
今
年
は
長
瀬
地
区
を
メ
イ
ン
に

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

②
　
　
中
山
間
地
域
で
農
地
保
全
や
住
民

の
生
活
支
援
等
を
担
う
「
農
村
型
地

域
運
営
組
織
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）」
に

つ
い
て
、
農
業
委
員
会
で
研
究
し
、

地
域
の
実
情
を
考
え
な
が
ら
事
業
が

で
き
る
か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。
秋

山
郷
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
取
組
を

生
か
し
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
取
り
組

み
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
か
ら
も
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

農
業
委
員
会
長

　
市

川

憲

一

施
す
る
予
定
で
す
。
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
に
よ
り
、
集
落
の
農
業
の
担
い
手
確
保

を
ど
う
す
る
か
の
課
題
が
身
近
に
迫
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
農
家
の
皆
様

の
現
場
の
声
を
聞
き
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

会
談
を
実
施
し
、
村
の
農
業
の
方
向
性
を

見
出
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
2
点
目
は
栄
村
の
伝
統
野
菜
で
あ
る

「
し
し
こ
し
ょ
う
」
を
ど
う
生
か
し
て
い

け
る
か
研
究
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
し
こ
し
ょ
う
は
、
昭
和
30
年
頃
か
ら
長

い
間
生
産
さ
れ
て
お
り
、
平
成
28
年
に
は
、

「
信
州
の
伝
統
野
菜
」
と
し
て
、
県
か
ら

認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
生
産
者
の
高

齢
化
と
使
用
用
途
が
限
ら
れ
て
い
て
、
思

う
よ
う
に
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー
ム
が
知
れ

渡
っ
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
し

し
こ
し
ょ
う
の
料
理
方
法
や
用
途
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
を
広
げ
ら
れ
れ
ば
、
し
し
こ
し

ょ
う
の
生
産
振
興
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
現
に
、
松
代
高
等
学
校
商
業
科
の
生

徒
が
企
画
考
案
し
た
「
松
高
カ
レ
ー
」
に

は
、
し
し
こ
し
ょ
う
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
皆
さ
ん
か
ら
、
し
し
こ
し
ょ

う
を
使
っ
た
料
理
方
法
、
楽
し
み
方
が
あ

れ
ば
是
非
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
声
を
集
約
し
、
村
の

新
た
な
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
な
商
品

化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　 令和5 年7 月1 9 日の任期満了に伴い、 新体制による 農業委員会が2 0 日から 始ま

り まし た。初回の定例会は7 月2 0 日に開催さ れ、各地区から 農業委員の推薦を 受け、

議会の同意を 得た1 0 名に、 桑原副村長よ り 任命書が手渡さ れまし た。 会長に市川

憲一氏、 会長職務代理に中村久美子氏が委員の互選により 選出さ れまし た。

　 また、 農地利用最適化推進委員は、 農業委員会が委嘱するも ので、 推薦等を 受け

た4 名に、 会長より 委嘱状が交付さ れまし た。



の ぞ み（ 19） 令和５ 年９ 月１ 日

　
７
月
か
ら
あ
ま
り
雨
の
降
ら
な
い
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
、
水
路

の
乾
き
が
続
い
て
い
ま
す
。
新
潟
県
魚
沼
地
域
の
水
田
で
は
、
水
不

足
に
よ
り
被
害
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
天
候
に
悩
ま
さ
れ
る
農

業
者
同
士
で
、
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
回
の
「
の
ぞ
み
」
よ
り
編
集
員
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
特
集
記
事
で
取
り
上
げ
て
欲
し
い
内
容
に
つ
い
て
募
集
し
ま
す

の
で
、
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
委
員
長

　
中
村
久
美
子
）

編

後

集

記

お知ら せ

農地等の相続登記はお済みですか？

　 所有者不明土地発生防止のため令和６ 年４ 月１ 日より 相続登記申請が義務化さ れま

す。先代から引き継いだ不動産の相続手続きを進めていただく よう お願い致します。

農地利用状況調査（ 農地パト ロール） 実施し ます

　 農地の確保と 遊休農地化の防止を目的と し て農地パト ロールを実施し ます。 皆さ

んの畑や田んぼに立ち入るこ と がございますが、ご理解と ご協力をお願い致し ます。

農地取得における下限面積が廃止さ れまし た

　 令和５ 年４ 月１ 日の農地法改正により 廃止と なり、 今後は小面積でも 、「 農地の

取得」 が可能になり ますが、権利取得に必要なその他の要件は継続と なり ますので、

申請の際はご相談く ださ い。

農業に従事する方なら ご加入いただけます

加入資格： ①2 0 歳以上～6 0 歳未満の国民年金第１ 号者　 ②年間6 0 日以上農業に従事していること

〜詳し く はお近く のJ A 、 農業委員、 農業委員会事務局までお尋ねく ださ い〜

★保険料の額は自由に決めら れます　 ★年金は生涯支給さ れます　 ★所得税・ 住民税の節税になり ます

農業者年金

① 農地の確保と 有効利用に向けて取り 組みます 　 ② 農地等の利用の最適化に取り 組みます

③ 農業の担い手の育成・ 確保に取り 組みます　 　 ④ 地域の課題解決に向けて取り 組みます

廣瀬　 明彦
（ 青倉）

中村久美子
（ 長瀬）

月岡　 勝彦
担当地区： 水内地区

齋藤　 諭
担当地区： 東部地区

樋口　 秀孝
（ 森）

相澤　 博文
担当地区： 秋山地区

佐藤　 慎平
（ 坪野）

宮澤　 秀明
担当地区： 西部地区

福原　 初
（ 横倉）

福原　 高男
（ 小赤沢）

齋藤　 元一
（ 天代）

油科　 恵子
（ 平滝）

廣瀬　 秀勝
（ 森）

農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農業委員・ 農地利用最適化推進委員の役割
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栄村自然植物園

に行こ う ！ 秋の花が見頃です

　
北
野
天
満
温
泉
の
近
く
に
あ
る
栄
村

自
然
植
物
園
。
村
内
の
様
々
な
植
物
を

集
め
た
園
に
は
春
、
夏
、
秋
と
季
節
ご

と
に
可
憐
な
花
が
所
々
に
咲
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
草
刈
り
な
ど
の
管
理
を
し

て
く
だ
さ
る
村
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数

も
増
え
、
村
外
か
ら
東
急
建
設
さ
ん
が

来
て
く
だ
さ
る
な
ど
活
動
も
活
発
化
し

て
い
ま
す
。
暑
さ
も
だ
ん
だ
ん
落
ち
着

い
て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
植
物
園
を
ゆ
っ

く
り
散
歩
し
、
北
野
天
満
宮
に
も
行
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
盆
花
の
オ
ミ
ナ
エ
シ

や
、
花
も
茎
も
白
い
カ
ワ
ラ
ハ
ハ
コ
。

里
山
に
咲
く
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
な
ど
が
見

頃
で
す
。

　
草
刈
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随

時
募
集
中
で
す
。
昨
年
度
、
ジ
オ
パ
ー

ク
の
中
沢
英
正
先
生
が
植
物
園
を
歩

き
、
き
れ
い
な
地
図
も
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
植
物
を
よ
く
知
っ

て
い
る
先
生
方
も
よ
く
来
ら
れ
る
の

で
、
山
の
こ
と
、
植
物
の
こ
と
な
ど
こ

れ
か
ら
知
っ
て
い
き
た
い
！
と
い
う
方

に
も
お
す
す
め
で
す
よ
‼
お
気
軽
に
栄

村
公
民
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ジオパーク で作成さ れた植物園の花マッ プ（ 秋）

植物園作業チームと

村内村外ボラ ンティ ア

カ ワラ ハハコ

ツ リ フ ネソ ウ

オミ ナエシ
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地
域
の
魅
力
を
少
し
で
も
知
っ
て

も
ら
い
た
い

　
謙
吾
さ
ん
は
栄
村
の
小
中
学
校
で
の
地

域
学
習
や
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
、
精
力
的
に

地
域
の
こ
と
を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
や
こ
れ
か
ら
の
夢
を
聞
き
に
伺

い
ま
し
た
。

―
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動

　
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
き
っ
か
け
は
12
年
前
の
地
震
で
ね
。
栄

村
は
地
震
が
来
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て

楽
し
い
人
生
に
趣
味
は
欠
か
せ
な
い
！

家
の
こ
と
に
百
姓
仕
事
、
地
区
行
事
も
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
そ
ん
な
日
常
の
中
で
趣
味
を
持
ち
、

い
き
い
き
輝
く
方
に
ス
ポ
ッ
ト
！

そ
の
楽
し
さ
・
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

な
。
観
光
客
じ
ゃ
な
く
て
、
地
域
の
子
供

た
ち
、
大
人
た
ち
。
そ
れ
な
く
し
て
、
地

域
の
活
性
化
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
し
、

少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
、
栄
村
も
多
分

変
わ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
面
白
い
話
だ
と
、
例
え
ば
栄
村
は
縄
文

時
代
は
日
本
の
ど
こ
よ
り
も
暮
ら
し
や
す

く
て
「
縄
文
銀
座
」
だ
っ
た
。
こ
れ
は
國

學
院
大
學
の
小
林
先
生
の
受
け
売
り
だ
け

ど
、
栄
村
は
食
料
を
得
る
こ
と
が
と
て
も

し
や
す
く
て
、
森
と
共
生
し
て
生
き
る
縄

文
人
が
、
日
本
の
中
で
こ
の
地
域
を
選
ん

だ
、
日
本
一
の
地
域
。
そ
れ
を
突
き
詰
め

て
い
く
と
、
今
私
た
ち
が
や
っ
て
い
る
山

菜
の
食
べ
方
も
縄
文
人
が
ほ
と
ん
ど
編
み

出
し
た
り
し
て
い
て
、
そ
れ
を
親
や
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
こ
う
や
っ
て
た
っ
て
、
引
き
継

い
で
い
る
。
こ
の
地
域
の
皆
が
縄
文
の
技

を
四
、
五
千
年
前
か
ら
伝
承
し
て
い
る
。

こ
れ
っ
て
す
ご
い
こ
と
で
す
よ
ね
。

　
そ
う
い
う
お
宝
の
話
、
い
ろ
い
ろ
あ
る

ん
だ
け
ど
、
私
が
知
っ
た
り
、
見
つ
け
た

り
す
る
の
は
ほ
ん
の
一
部
で
、
深
堀
り
も

で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
子
ど
も
達
に
は
興

味
を
持
っ
た
ら
色
ん
な
も
の
の
専
門
家
に

な
っ
て
く
れ
っ
て
お
願
い
を
し
て
い
る
ん

だ
。

　
楽
し
そ
う
に
地
域
の
魅
力
や
夢
を
語
っ

て
く
れ
た
謙
吾
さ
ん
。
来
月
号
か
ら
、「
お

ら
村
の
宝
」
コ
ー
ナ
ー
を
謙
吾
さ
ん
に
紹

介
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
ー
す
‼

―
以
前
お
話
を
聞
い
た
と
き
、

　
№
１
ガ
イ
ド
に
な
り
た
い
と

　
い
う
夢
を
聞
き
ま
し
た
が
、

　
ガ
イ
ド
活
動
の
魅
力
は
？

　
結
局
自
慢
話
な
ん
だ
よ
（
笑
）。
地
域

の
自
慢
話
。自
慢
で
き
る
こ
と
が
多
く
て
、

そ
れ
を
ど
う
伝
え
る
か
と
い
う
の
を
ず
っ

と
考
え
て
き
た
。
故
郷
の
自
慢
話
を
、
都

会
の
人
に
伝
え
る
。
栄
村
の
豊
か
さ
は
新

鮮
だ
し
、
あ
こ
が
れ
だ
よ
ね
。
話
し
た
相

手
が
“
ハ
ッ
”
と
し
て
、
新
た
な
発
見
を

し
た
と
い
う
こ
と
に
感
動
す
る
時
が
一
番

う
れ
し
い
か
な
。

―
今
一
番
や
り
た
い
こ
と
は
？

　
こ
の
地
域
の
す
ば
ら
し
さ
を
少
し
で
も

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
一
番
か

い
た
の
。
色
々
調
べ
て
、
地
震
に
は
地
質
や

地
形
が
関
わ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
の
時
ち
ょ
う
ど
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

の
立
ち
上
げ
が
あ
っ
た
の
で
、関
わ
ろ
う
と

思
っ
て
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
勉
強
を
し
た
ん
だ
。

　
そ
し
た
ら
、
自
分
の
知
ら
な
い
こ
の
地

域
の
こ
と
が
た
く
さ
ん
次
か
ら
次
へ
と
出

て
き
て
、
は
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
の
が

の
が
最
初
か
な
（
笑
）。

　
60
年
生
き
て
き
て
、
地
元
の
こ
と
を
何

に
も
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た

ん
だ
。
そ
れ
ま
で
は
牛
飼
い
を
や
っ
て
い

た
の
で
、
仕
事
中
心
に
考
え
る
と
「
な
ん

て
よ
く
な
い
場
所
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い

た
よ
。
い
い
と
こ
ろ
を
全
然
見
て
い
な
か

っ
た
。

　
ジ
オ
活
動
を
通
じ
て
考
え
が
変
わ
っ
て

い
っ
て
ね
。
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思

っ
た
し
、
外
と
の
交
流
の
中
で
は
自
分
た

ち
の
い
い
と
こ
ろ
を
知
ら
な
け
れ
ば
ア
ピ

ー
ル
も
で
き
な
い
。
こ
れ
は
徹
底
的
に
地

域
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
な
と
。
そ
う
い
う

考
え
方
に
な
る
と
、
今
ま
で
見
え
て
な
か

っ
た
お
宝
が
見
え
て
き
て
、
す
ご
く
面
白

か
っ
た
な
。

スポット！
今
回
の
ス
ポ
ッ
ト
は
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド

を
や
っ
て
い
る
小
滝
の
中
沢
謙
吾
さ
ん
。
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そ
の
時
に
何
を
埋
め
た
の
か
…
。
掘

り
出
し
て
み
る
の
が
楽
し
み
で
わ
く
わ

く
し
ま
す
ね
。

　
長
瀬
な
ど
で
は
ウ
イ
ス
キ
ー
を
埋
め

た
と
聞
い
た
の
で
う
ま
く
熟
成
さ
れ
て

い
れ
ば
高
級
な
ウ
イ
ス
キ
ー
が
飲
め
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
60
日
に
一
度
行
う
か
ね
さ
ま
で
は
、

「
ひ
ら
」
や
「
せ
え
」
な
ど
の
ご
っ
つ

お
を
作
り
、
徹
夜
で
宴
会
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
な
ぜ
徹
夜
な
の
か
と
い
う
と
、
中
国

か
ら
来
た
信
仰
が
仏
教
に
も
混
じ
っ
た

よ
う
な
の
で
す
が
、
人
の
お
な
か
に
い

る
三
尸
（
さ
ん
し
）
と
い
う
虫
が
、
庚

申
の
日
の
夜
に
、
寝
て
い
る
人
の
体
か

ら
抜
け
出
し
、
天
に
上
り
、
天
帝
に
こ

の
人
悪
い
こ
と
し
て
ま
す
よ
、
と
告
げ

口
を
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
寝
ず
に
徹
夜
で
宴
会
を
す
る

と
の
こ
と
。

　
真
剣
に
や
る
と
大
変
そ
う
で
す
が
、

60
日
に
一
度
飲
み
会
が
で
き
る
と
思
え

ば
、
好
き
な
人
に
は
楽
し
み
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
ね
。

　
昔
の
こ
と
を
調
べ
て
い
た
ら
、
公
民

館
報
の
縮
刷
版
や
青
倉
で
作
っ
た
集
落

マ
ッ
プ
な
ど
に
、
か
ね
さ
ま
の
こ
と
が

載
っ
て
い
ま
し
た
。
各
集
落
の
公
民
館

に
も
い
ろ
い
ろ
と
残
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
17
年
後
を
気
に
し
て
皆

さ
ま
も
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〜
永
遠
に
残
し
た
い

栄
村
の
暮
ら
し
〜

　
時
代
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
村
民
の
暮
ら
し
も

変
容
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
後
世
へ
と
伝
え
た

い
、
栄
村
の
文
化
を
紹
介

し
ま
す
。

栄
村
風
土
記

栄
村
風
土
記

8

か
ね
さ
ま

　
60
年
に
一
度
来
る
、
か
ね
さ
ま
（
庚こ

う

申し
ん

講こ
う

）
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

前
回
は
1
9
8
0
年
（
昭
和
55
年
）
に

行
わ
れ
た
の
で
、
次
は
2
0
4
0
年
に

行
わ
れ
ま
す
。
17
年
後
で
す
ね
。

　
か
ね
さ
ま
は
60
日
に
一
度
、
60
年
に

一
度
な
ど
、
干
支
の
庚
申
（
か
の
え
さ

る
）
の
日
や
年
に
行
い
ま
す
。
60
日
に

一
度
行
っ
て
い
た
か
ね
さ
ま
の
こ
と
を

覚
え
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

し
、
ま
だ
秋
山
で
は
行
っ
て
い
る
講
中

（
集
落
の
中
の
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な
も

の
）
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　
栄
村
で
は
60
年
に
一
度
の
か
ね
さ
ま

の
時
、
各
集
落
に
あ
る
「
庚こ

う

申し
ん

塔と
う

」
の

下
に
埋
め
た
、
60
年
前
の
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
を
掘
り
出
し
ま
す
。
小
滝
に
は
そ

の
時
に
掘
り
出
し
た
酒
壺
や
古
文
書
が

残
っ
て
い
ま
す
。
酒
壺
に
は
60
年
前
の

酒
が
入
っ
て
い
て
、
何
か
ド
ロ
ッ
と
し

た
も
の
を
飲
ん
だ
覚
え
が
あ
る
、
と
い

う
方
も
い
ま
し
た
。

小滝で出たタ イ ムカ プセル。

酒器や古文書など。 昭和55年に掘り 出さ れたので、 大正９ 年のも の。

色々な時代に建てら れた志久見の庚申塔。 ニワト リ や猿が描いてあっ たり と 可愛い。 よ く 見る と 猿は「 見ざる 聞かざる 言わざる 」

になっ ている など、 行動を慎み深く する こ と で人生を 安全幸福にでき る と さ れた。

特に古いも のは青面金剛（ せいめんこ んごう ） と いう 神様が描かれています。
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て
使
っ
て
い
る
独
特
な
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
令
和
5
年
3
月
号
の
お
ら
村
の

宝
！
そ
の
6
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
っ
て

何
？
と
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
？

　
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
は
、
キ
ク
科
ヤ
マ
ボ

ク
チ
属
の
多
年
草
で
、
山
菜
と
し
て
ヤ

マ
ゴ
ボ
ウ
と
呼
ば
れ
た
り
も
し
ま
す
。

花
は
ア
ザ
ミ
に
似
て
い
ま
す
が
、
色
は

ア
ザ
ミ
よ
り
渋
い
感
じ
で
す
。

　
村
内
で
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
を
栽
培
し
て

い
る
方
は
ご
く
わ
ず
か
。
そ
の
中
で
今

回
は
横
倉
の
広
瀬
一
治
さ
ん
に
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
2
0
0
7
年
か
ら
3
年
間
蕎
麦
打
ち

教
室
に
通
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
栽

培
を
始
め
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
。

蕎
麦
も
自
家
栽
培
を
始
め
た
と
い
い
ま

す
。
ご
自
宅
に
は
一
治
さ
ん
が
自
ら
こ

さ
え
た
と
い
う
蕎
麦
打
ち
道
具
も
！
一

時
期
は
小
学
校
に
も
先
生
と
し
て
教
え

に
行
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
畑
へ
、
朝
夕
の
涼
し

い
時
間
に
行
き
、
オ
ヤ

マ
ボ
ク
チ
一
枚
一
枚
の

表
裏
を
よ
く
見
て
、
適

し
た
も
の
を
採
取
し
作

業
所
へ
運
び
ま
す
。

　
「
こ
う
い
う
の
が
、

い
い
ん
だ
よ
な
」
と
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
素
人
目
に
は

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
栽
培
に

関
し
て
ま
だ
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
謙

虚
な
姿
勢
と
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
で
し
た
。

　
作
業
所
に
は
、
ず
ら
～
っ
と
オ
ヤ
マ

ボ
ク
チ
が
丁
寧
に
ま
と
め
て
干
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
る
で
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
の

暖の

簾れ
ん

状
態
。

　
そ
れ
が
乾
く
と
箱
に
保
管
。
ま
た
収

穫
、
乾
燥
、
保
管
。

　
そ
し
て
、
9
月
頃
。
保
管
し
て
い
た

葉
の
ゴ
ミ
を
拾
い
、
煮
る
工
程
へ
。
煮

て
繊
維
を
取
り
出
す
作
業
は
、
「
5
時

間
か
か
る
」
と
奥
様
。
「
煮
る
だ
け
は

2
時
間
」
と
一
治
さ
ん
。
ゴ
ミ
は
し
っ

か
り
と
っ
て
お
か
な
い
と
色
が
悪
く
な

る
こ
と
も
含
め
、
い
ず
れ
に
し
て
も
た

い
そ
う
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
は

解
り
ま
し
た
。

　
で
き
あ
が
っ
た
も
の
は
、
淡
い
グ
レ

ー
色
の
ま
る
で
ベ
ル
ベ
ッ
ト
の
よ
う
な

肌
触
り
。
滑
ら
か
で
ふ
わ
っ
と
し
て
ほ

ぼ
無
臭
で
し
た
。
1
0
0
ｇ
作
る
の
に
、

約
10
㎏
の
葉
が
必
要
な
ん
だ
そ
う
。
ど

れ
も
こ
れ
も
手
間
暇
の
か
か
る
こ
と
で

す
。

　
「
大
変
な
ん
そ
～
」
そ
れ
で
も
「
面

白
い
。
な
ん
で
か
わ
か
ら
ん
け
ど
面
白

い
」
。

　
希
少
な
植
物
と
希
少
な
食
べ
物
と
希

少
な
ひ
と
。
お
ら
村
の
宝
。

　
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
の
販
売
価
格
が
や
っ

と
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
希
少
価
値
に

見
合
っ
た
豊
か
さ
が
、
作
り
手
と
受
け

手
の
両
方
に
循
環
し
て
、
栄
村
独
自
の

面
白
い
豊
か
さ
に
共
振
し
た
仲
間
と
共

同
創
造
し
て
い
け
る
、
こ
れ
か
ら
先
を

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
面
白
い
。
な
ん
で
か
わ
か
ら
ん
け

ど
面
白
い
」

　
広
瀬
一
治
さ
ん
は
そ
う
言
っ
て
笑
っ

た
。

　
栄
村
の
蕎
麦
の
最
大
の
特
徴
は
、
オ

ヤ
マ
ボ
ク
チ
と
ふ
の
り
を
つ
な
ぎ
と
し

オヤマボク チ

おらどこの「 宝」の知識を深めよう

おらおら村村のの宝！宝！ その7その7

畑のオヤマボク チ

繊維になっ たオヤマボク チ
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口
流
出
な
ど
農
村
の
荒
廃
が
進
み
、
不
作

も
加
わ
り
、
多
く
の
村
で
盗
伐
盗
難
に
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
罰
則
も
、
連
帯

責
任
で
五
人
組
に
ま
で
過
料
を
科
す
も

の
、
村
中
引
き
回
し
の
上
で
五
人
組
に
引

き
渡
す
も
の
な
ど
様
々
あ
り
、
過
料
の
額

は
一
貫
文
か
ら
三
貫
文
く
ら
い
、
見
逃

し
た
者
へ
の
過
料
も
一
般
的
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
な
お
飢
饉
な
ど
緊
急
時
に
は
罰
則

が
強
化
さ
れ
、
箕
作
村
の
天
保
飢
饉
の
際

の
「
小
前
取
極
」
で
は
村
方
追
放
を
課
す

（
代
わ
り
に
小
前
か
ら
村
役
人
に
、
役
所

へ
の
届
け
は
う
ま
く
取
り
計
ら
う
よ
う
暗

に
求
め
た
様
子
が
窺
え
ま
す
）
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
東
北
地
方
の
あ
る

藩
領
で
は
「
叺

か
ま
す

か
ぶ
り
」
と
い
う
極
刑

が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
現
代
で
も
農
産

物
盗
難
の
報
道
を
毎
年
の
よ
う
に
耳
に
し

ま
す
。
防
犯
を
専
門
と
す
る
企
業
な
ど
で

は
、
不
況
に
よ
る
失
業
・
農
作
物
の
価
格

高
騰
・
新
た
な
流
通
ル
ー
ト
の
開
発
が
原

因
と
分
析
し
て
お
り
、
事
情
は
変
わ
っ
て

い
な
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
続
き

ま
す
。

地域史料保全有志の会

鈴木 努（ 通称： ど先生）

イ ラ スト 作成： 佐藤洋平

　
と
ん
で
も
な
い
猛
暑
続
き
の
毎

日
、
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
以
前
ど
こ
か
で
夏
が
暑
く

少
々
日
照
り
の
方
が
美
味
い
米
が
穫

れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
度
を
超
し

た
状
況
の
よ
う
で
す
。
無
事
に
実
り

の
時
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願

い
ま
す
。

　
前
回
に
続
き
、
村
定
法
を
読
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。
第
二
条
の
酒
の
請
売
り
禁
止

は
後
で
改
め
て
検
討
し
ま
す
の
で
、
今
回

は
第
三
条
を
見
て
み
ま
す
。
内
容
は
次
の

通
り
、
桑 く

わ

・
楮

こ
う
ぞ

の
盗
み
取
り
禁
止
と
罰
則

に
つ
い
て
で
、
『
栄
村
誌
』
歴
史
編
に
も

詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
、
持
ち
分
の
古ふ

る

畑は
た

に
植
え
付
け
置
い

た
桑
・
楮
の
外
は
一
切
取
ら
な
い

こ
と
。
万
一
余
人
の
植
え
付
け
置

い
た
も
の
を
盗
み
取
っ
た
ら
見
合

い
（
発
見
）
次
第
に
毎
度
、
定
め

置
い
た
通
り
一
貫
文
づ
つ
過
料

（
罰
金
）
を
急
度
（
必
ず
）
取
り

立
て
る
べ
き
こ
と
。
若
し
（
知
っ

て
い
て
）
見
逃
し
た
ら
盗
賊
と
同

罪
と
断
じ
て
見
逃
し
過
料
五
〇
〇

文
ず
つ
急
度
指
し
出
す
べ
き
こ
と
。

　
自
分
の
畑
に
植
え
た
桑
・
楮
以
外
は
取

っ
て
は
な
ら
ず
、破
っ
た
ら
罰
金
を
取
る
、

と
い
う
内
容
で
す
。
一
貫
文
は
当
時
の
相

場
で
一
両
の
四
分
の
一
で
、
今
風
に
言
う

と
二
万
円
以
下
の
罰
金
く
ら
い
に
相
当
す

る
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
盗
伐
が
起
き
る

事
情
に
は
、
内
山
紙
の
増
産
と
と
も
に
楮

の
商
品
価
値
が
上
が
っ
た
た
め
、
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
（『
栄
村
誌
』）。

　
桑
・
楮
の
植
え
付
け
場
所
を
「
古
畑
」

と
言
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
辞
書
で
は

古
畑
は
「
古
く
荒
れ
果
て
た
畑
」
を
指
す

言
葉
で
、
字
義
通
り
と
す
る
と
穀
類
や
野

菜
を
作
ら
な
く
な
っ
た
畑
に
楮
な
ど
を
植

え
付
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
収
穫
ま
で

五
、
六
年
か
か
る
楮
を
植
え
る
に
は
古
畑

が
適
当
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
田
畑

勝
手
作
禁
止
令
（
近
年
は
禁
令
の
存
在
を

疑
問
視
す
る
説
も
あ
り
ま
す
）
が
享
保

二
〇
年
（
一
七
三
五
）
の
田
方
勝
手
作
仕

法
の
発
令
な
ど
で
緩
和
さ
れ
た
時
期
で
も

あ
り
、
畑
方
四
木
の
内
で
あ
る
楮
の
作
付

け
が
始
ま
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
元

文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
村
差
出
帳
に
「
紙

漉
少
し
御ご

座ざ

候
そ
う
ろ
う

、
家
業
に
は
仕
ら
ず
候
」

と
あ
り
、
冬
場
の
副
業
に
紙
漉
き
を
し

少
々
で
も
稼
ぎ
に
充
て
る
様
子
が
窺
え
ま

す
か
ら
、
盗
伐
し
た
楮
は
自
家
の
紙
漉
き

に
使
う
か
、
ま
た
は
楮ち

ょ

皮ひ

に
し
て
買
い
手

に
流
し
た
の
で
し
ょ
う
。
桑
も
、
村
差
出

帳
に
「
こ
か
い
（
蚕
飼
））
も
少
々
御
座
候
」

と
あ
り
、
需
要
の
あ
る
品
物
で
し
た
。

　
作
物
の
盗
み
取
り
は
自
村
だ
け
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
上
総
国
長
柄

郡
刑
部
村
の
事
例
で
す
が
、
村
法
で
「
特

に
綿
な
ど
は
他
谷
他
村
ま
で
仕
付
け
て
い

る
の
で
心
得
違
い
の
な
い
よ
う
に
」

と
定
め
て
お
り
、
他
村
と
の
争
論
を

生
じ
か
ね
な
い
う
え
、
も
し
他
村
の

者
の
行
為
を
見
逃
せ
ば
自
分
の
責
任

が
問
わ
れ
る
等
、
実
に
厄
介
な
も
の

で
し
た
。

　
村
法
に
作
物
の
盗
み
取
り
禁
止
と

罰
則
を
設
け
る
事
例
は
ほ
ぼ
全
国
で

見
ら
れ
ま
す
。
特
に
近
世
後
期
は
人

元
文
四
年
箕
作
村
差
出
帳
（
５
条
目
）
楮
、
紙
漉
き

『
元
文
五
年
の
村
定
法  

そ
の
３

』

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か

　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜

　
其
の
五
十
八
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『 栄村公民館図書室の本の貸し 出し について』
　 図書室に来て気になる本を ぜひ借り てく ださ い。

★利用可能者　 　 どなたでも ご利用でき ます

★貸 出 冊 数　 　 １ 人５ 冊（ 新刊は２ 冊まで）

★貸 出 期 間　 　 ２ 週間

★返　 　 　 却　 　 図書室のカ ウンタ ーにお持ちく ださ い

『 寄贈について』
　 資料（ 本） を 寄贈し たい方は相談の上、 図書室までお持ちく ださ い。 資料の内容・ 状態により お断り す

るこ と も あり ます。 また、 図書室の蔵書になるかどう かなどの判断を 公民館にお任せいただける方に限り

ます。

『 図書の破損等について』
　 借り た本を 破いてし まっ た時は直さ ず職員にお知ら せく ださ い。

　 特にセロハンテープなどは経年劣化で変色するため絶対に使わないでく ださ い。

　 連日、 暑い日が続いており ますが、 村内の畑には日よけ対策でし っ かり 帽子などで頭と 顔を 被い、 テキパキ

畑仕事を さ れている方がたく さ んおら れます。 お身体に充分注意し てお過ごし く ださ い。

新着図書の紹介
と にかく 仕組み化 ── 人の上に立ち続けるための思考法（ 安藤広大）

認知症の人を元気にする言葉かけ・ 不安にさ せる言葉かけ（ 尾瀬順子）

師匠はつら いよ　 藤井聡太のいる日常（ 杉本昌隆） 

ぼく はあと 何回、 満月を見るだろう （ 坂本龍一）

く も をさ がす（ 西 加奈子） ／ 古事記転生（ サム）

夜果つると こ ろ（ 恩田 陸） ／ 鈍色幻視行（ 恩田 陸）

時計泥棒と 悪人たち（ 夕木春央）

★栄村図書室開放時間★

平　 日　 午前８ 時半～午後５ 時

土・ 日　 午前９ 時～正午　 　 　

※祝日は休館し ます

★お知ら せ★

　 返却し ていない本をお持ちの方

はなる べく 早く お返し く ださ い。

諸事情で図書室に来ら れない方は

連絡し てく ださ い。（ ☎87-3118）

★休館日のお知ら せ★

９ 月16日㈯～18日㈪

９ 月23日㈯～24日㈰

10月７ 日㈯～9日㈪

2 0 23 .9

　 栄村公民館図書室では土日の午前中、 図書室を 開けてく ださ る ボラ ン ティ アさ んを 募集し ています。

読書の習慣も でき ますよ。 栄村在住の成人し ている 方なら どなたでも でき ます。

　 １ ～２ か月に１ 度の当番です。 お問い合わせは栄村教育委員会事務局☎87-3118までお願いし ます。

★図書ボラ ンティ ア募集中！★

えほん
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岡　 一太さ ん（ 箕作）

　 私はさ かえス ポーツ ク ラ ブで、 フ ッ ト サルをし てい

ま す。

　 フ ッ ト サルク ラ ブ発足11年目と なり ま し た。

　 私は、 若い時から フ ッ ト サルが好き で、 仲間と 楽し

んでき ま し た。

　 子供たちから フ ッ ト サルやり たい！と 声が上がり 、

楽し く 体を 動かそう と いう こ と で始めま し た。 さ かえ

ス ポーツ ク ラ ブにも 所属さ せて頂き 、 子供たちと 毎週

楽し く 活動をし ていま す。 練習だけでなく 、 サッ カー

観戦や、フッ ト サル観戦も 計画し ていま す。

　 練習の見学や、 観戦ツ アーに参加し て

頂き フ ッ ト サルを 身近に感じ てみてく だ

さ い。

　 お待ちし ていま す。

MER救急救命士になりたい

叶
の

心
あ

さ ん（ ５ 歳）

　 人思いの心優し く て、 明るく 、 元気な子

です。 齋藤綾奈さ ん宅（ 切欠）

おおきく な〜れ

　 ８ 月９ 日、 民生課と 協働で親子

お菓子作り 教室を行いまし た！講

師はな んと 飯山市のパテ ィ ス リ

ー・ ヒ ラ ノ の平野さ ん。 小学校の

先生のご協力も 得て、 お呼びする

こ と ができまし た。 季節の果物と

いう こ と で、桃のパンナコ ッ タ と 、

桃のク レープをつく り まし た。

　 子ども 達は平野さ んの手際にほ

れぼれ。 見本を作ると きにいい匂

いが漂い、「 おいし そう ！」「 早く

食べたい！作り たい！」 と 声が上

がっ ていまし た。 親子で作っ たパ

ンナコ ッ タ も プロのレシピ通り に

作ると 、 きら きら と 透き通り 、 お

いし そう 。「 上手にできたね。」「 意

外と 簡単でよ かっ た」「 今度家で

も 作り たい」 と 、 親子の触れ合い

も 含めて楽し い会と なり まし た。

　 今後も 親子料理教室など開催し

ていきたいと 思いますので、 ぜひ

ご参加く ださ い。

楽し く おいし く

食育推進！

親子お菓子作り 教室

フ ッ ト サルク ラ ブのみんな（ 下段左から ２ 番目が私です）
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今月の一句 〜栄村俳句会〜

遥

　「 人いないから やら なく ちゃ いけないっ て。 頼ま

れてやら なき ゃ っ て。」 獅子舞を やっ た理由を 問う

と 、 はにかみながら そう 答えた。

　 17歳。 白鳥の獅子舞は４ 年ぶり なので、 初めての

舞。今年は練習期間が短い上に都合も あり 、延べ５ 日

で本番と なったそう 。獅子舞が昔から 好き で、小さ い

こ ろ知人に譲っても ら った子供用の獅子をかぶり 真

似をし ていたから こ そ短い期間でも でき た。

　「 最初から 最後ま でやる と 体力がき つく て。 はじ

めにバサバサやる と こ ろも そう だけど 油
よ

単
たん

で腕上げ

続けてる のが一番つら い。」「 楽し かったな。 練習し

てでき る よ う になって、 人に見ら れてる ってので熱

が入る っていう か。 楽し かっ た。 見に来てく れた友

達も すげえな、 よ く やったなってめっ ちゃ言われま

す。」 と 話し てく れた。

　 今回白鳥では頭が20歳、 シッ ポタ ン キが17歳と 栄

村中でも こ れだけの若手が舞う 集落は他にはない。

　 来年や再来年も ま たやる か聞いたと こ ろ「 やり ま

す。」 と 即答だった。「 こ んだけ暴れる 獅子舞なかな

かないから 、 毎年見に来てほし い。 毎年見に来たい

と 思っ てく れる ぐ ら いやり たい。」 と 話し てく れる

その笑顔と 真剣さ に、 美し く 光る 未来を感じ た。

白鳥の祭　 ～ 17歳の獅子舞～

小　 林　 璃
り

　 来
く

８ 月14日、 白鳥の祭。 後ろ のシッ ポタ ン キが小林璃来さ ん

　 志久見の方から 連

絡を受け、 写真を い

ただく と 実から 葉っ

ぱ の 生 え た キ ュ ウ

リ 。 植物はすごいで

すね。

　 こ れを 土に埋める

と キュ ウリ から つる

が 伸 び て く る の か

な？

なんじゃこりゃ
なんじゃこりゃ

　 先日村民登山の下見で苗場

山に登り まし た。 雷の不安も

あり まし たが当日は快晴で何

と か濡れるこ と も なく 、 安全

に下山でき まし た。 当日は役

場周辺でも 急な暴風と 雨・ 雹

が降っ た日。

　 山小屋の方に聞く と 、 苗場

山頂では、 雷が縦ではなく 横

向きに落ちると か。 さ すが標

高20 00 m 級。 怖いですね。

　 ただやはり その中にも 美し

さ はあり 、 夏の入道雲の白と

晴天の青、 そし て湿原の緑と

「 映え」な一日を過ごし まし た。
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７ 月火災・ 救助・ 救急出動件数

最高気温 3 4 .8 ℃ ７ 月７ 日㈮

最低気温 1 6 .7 ℃ ７ 月４ 日㈫

平均気温 2 5 .3 ℃ 総 雨 量 1 5 9 ㎜

栄村の気象（ ７ 月）

世帯数 7 8 9 世帯 前月比１

人　 口 1 ,6 1 2 人 − 3

男 7 6 3 人 − 1

女 8 4 9 人 − 2

出生 1

死亡 3

転入 2

転出 3

世帯と 人口（ ８ 月１ 日現在） ７ 月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関

飯 山 市 0 3 1 3 1 飯山日赤 1 3

津南病院 2

そ の 他 4

不 搬 送 0

合　 　 計 1 9
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 1 2 4

野沢温泉村 0 0 2 9

栄 村 0 1 1 9

管 轄 外 等 0 0 0

おう ち時間　 家族で点検　 火の始末

９ 月の納税等
〇国民健康保険税　 　 　 　 〇介護保険料

〇後期高齢者医療保険料　 〇村営住宅料

〇ケーブルテレ ビ 使用料　 〇教員住宅使用料 

〇合併浄化槽使用料　 　 　 〇保育料

〇農業集落排水処理使用料　 〇学童保育料

〇温泉使用料　 　 　 　 　 　 〇温泉休憩所使用料

生活カ レンダー９ 月

※振替指定口座の残高を事前にご確認く ださ い。

納期限は　 1 0 月２ 日㈪　 です

口座振替日
　 農協・ 郵便局　 　 　 ９ 月2 2 日㈮
　 八十二銀行・ 県信　 ９ 月2 5 日㈪

〈 登録方法〉

　 右の二次元コ ード を読み取り 、 追加又は以下の

方法で登録し てく ださ い。

①LIN Eアプリ を開き、検索で「 栄村」

　 と 入力

②LIN Eアプリ を開き、「 友だち追加」

　 のID 検索で＠sakaevillと 入力

村の情報はLINEでも 配信しています。

ぜひお友達登録をお願いします。

【
保
育
園
開
放
日
】

日
時
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日
㈫
、
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日
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９
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保
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日
時
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6
日
㈬
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日
㈬
、
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日
㈬
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日
㈬
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時
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４
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所
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事
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健
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